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令 和 4 年 2 月 9 日 

西日本高速道路株式会社 

 

 

E１A 新名神高速道路 八幡京田辺 JCT・IC～高槻 JCT・IC 間 

連絡調整会議（第 2 回）の開催結果について 
  

本日開催した E1A 新名神高速道路 八幡京田辺ジャンクション・インターチェンジ（JCT・IC）～高槻ジャンクシ

ョン・インターチェンジ（JCT・IC）間の連絡調整会議（第 2 回）の開催結果をお知らせします。 

会議の概要は以下のとおりです。 

 

1．開催日時 

令和 4 年 2 月 9 日（水） 10：00 ～ 11：00 

 

2．開催場所 

西日本高速道路株式会社 関西支社 新名神大阪東事務所 会議室 

 

3．議事概要（別紙 1） 

主な議事内容 

・枚方トンネル東坑口部において、用地取得（物件移転）に時間を要したことや、地下に汚染土等が確

認されたため、追加で作業を実施したことで工事着手が 3 年程度遅延しました。 

・枚方トンネル東坑口部の発進立坑の仮設土留め工の施工において、砂礫層における想定以上の硬さ

等により工事継続が困難となり、工法を変更したため、時間を要しています。 

・枚方トンネルの掘削土の運搬計画、狭小ヤードでのシールドマシンの回転作業や、掘進計画の見直し

に伴い工事に時間を要します。 

・以上のことなどを踏まえ、工程を精査した結果、開通目標を、2023 年度から 2027 年度に見直しまし

た。 

 

4．説明資料（別紙 2） 

 

 



E1A 新名神高速道路（八幡京田辺 JCT・IC～高槻 JCT・IC 間）連絡調整会議（第 2 回） 

議事概要 

 

1．日時：令和 4 年 2 月 9 日（水） 10：00 ～ 11：00 

 

2．出席者： 

近畿地方整備局 道路部  

近畿地方整備局 大阪国道事務所 

京都府 建設交通部 

大阪府 都市整備部 

八幡市  

枚方市 土木部 

高槻市 都市創造部 

西日本高速道路株式会社 関西支社 建設事業部 

西日本高速道路株式会社 関西支社 新名神大阪東事務所 

西日本高速道路株式会社 関西支社 新名神大阪西事務所 

 

3．議事： 

  （1）新名神高速道路（八幡京田辺 JCT・IC～高槻 JCT・IC 間）の進捗状況と課題 

  （2）新名神高速道路（八幡京田辺 JCT・IC～高槻 JCT・IC 間）の工程精査結果 

  （3）意見交換 

 

4．議事概要 

（西日本高速道路㈱より説明） 

〇枚方トンネル東坑口部において、用地取得（物件移転）に時間を要したことや、地下の土壌に基準値

（0.01mg/l）の 2 倍以上の濃度の鉛が検出され土壌汚染対策法に基づく作業を追加。また、地中にコン

クリート構造物等が出現し、撤去作業を追加したため、工事着手が 3 年程度遅延しました。 

〇また、工事着手後、発進立坑の仮設土留め工において、地中連続壁を施工。当初、原位置攪拌工法に

より着手したが、事前の土質調査では未確認だった砂礫層における想定以上の硬さ等により、施工機械

が動かなくなるなど問題が発生。工事継続は困難との判断に至り、工法について掘削を基本とする工法

に変更し、工事に時間を要しています。 

〇枚方トンネルのトンネル掘削土の運搬車輛の受入れ台数制限、狭小ヤードでの国内最大級のシールドマ

シンの回転作業や、トンネル掘削の掘進計画の見直しに伴い工事に時間を要します。 

〇以上を踏まえ、工程を精査した結果、八幡京田辺 JCT・IC～高槻 JCT・IC 間の開通目標を、2023 年度

（令和 5 年度）から 2027 年度（令和 9 年度）に見直しました。 

引き続き、土工、橋梁、トンネル工事等の促進を図りながら１日も早い開通を目指します。 
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（意見交換） 

〇新名神高速道路の供用に合わせて、周辺ではまちづくりや民間事業等が進められている。開通のインパ

クトが及ぼす影響は非常に大きい。 

〇開通が遅れるのは非常に残念ではあるが、不確定な要素はあるものの再び遅れることのないように、安

全に十分配慮したうえで、１日も早い開通をお願いしたい。 

〇開通予定時期が見直されたことについては、速やかに沿線住民にも周知願いたい。 

〇今後も進捗状況等の情報共有や関係するまちづくり等関連事業との調整を図っていただきたい。 

〇周辺ネットワークの状況を鑑み、６車線化も視野に入れて事業を進めていただきたい。 



2022年2月9日

E1A 新名神高速道路（八幡京田辺JCT・IC～高槻JCT・IC間）

連絡調整会議

(第2回）

説明資料

別紙2



2008．2．23
開通済

※６車線化事業中

■事業中区間は、八幡京田辺JCT・IC～高槻JCT・IC間で全延長10.7km

■開通目標年度は2023年度（令和5年度）（暫定4車線）

■用地は一部の箇所を除き概ね取得済みであり、用地取得や関係機関との協議
が完了した箇所から順次本線工事に着手しています。

■路線の特徴は、土工区間が約2割、トンネル区間が約4割、橋梁区間も約4割と
構造物比率が高い。枚方市域では、工場や住宅が連なる地域を通過し、高槻
市域では、国道171号をはじめ、東海道新幹線、JRおよび阪急の鉄道を横過
する路線となっています。

（１） 事業概要について

2018．3．18
開通済

2017．12．10
開通済

2017．4．30
開通済

開通区間

事業中区間

凡例

新名神高速道路

甲賀土山ＩＣ

城陽
ＪＣＴ・ＩＣ

大津ＪＣＴ
（仮称）

八幡京田辺
ＪＣＴ・ＩＣ

高槻
ＪＣＴ・ＩＣ

新名神高速道路川西ＩＣ

神戸ＪＣＴ

神戸JCT 川西IC 高槻JCT・IC 八幡京田辺JCT・IC 城陽JCT・IC 大津JCT 甲賀土山IC

暫定4車線
事業中

暫定4車線
事業中

工程精査区間

2023年度（令和5年度）
開通予定

（暫定4車線）
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（２） 工事工程の精査について

■枚方トンネル東坑口部において、

・用地取得（物件移転）に時間を要した

・地下の土壌に基準値（0.01mg/l）の2倍以上の濃度の鉛が検出され土壌汚染対策法に
基づく作業を追加

・地中にコンクリート構造物等が出現したため、撤去作業を追加

などから、工事着手が3年程度遅延しました。

■工事着手後、発進立坑の仮設土留め工において、地中連続壁を施工。当初、原位置攪
拌工法により着手したが、事前の土質調査では未確認だった砂礫層における想定以上の
硬さ等により、施工機械が動かなくなるなど問題が発生。工事継続は困難との判断に至り、
工法について掘削を基本とする工法に変更し、工事に時間を要しております。

※事業中区間の構造物名称は仮称
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コンクリート構造物等の撤去作業を追加

土壌汚染対策法に基づく作業を追加

枚方トンネル東坑口部付近

山手幹線

枚方トンネル東坑口部

至）八幡京田辺ＪＣＴ・ＩＣ

至）高槻ＪＣＴ・ＩＣ

・仮設⼟留め⼯の⼯法変更

原位置で攪拌せず、掘削に合わせ泥⽔（安定
液）で置き換える。その後、芯材建込み、ソイル
セメント打設を実施

地盤に挿⼊したチェーン型のカッターを横⽅向に
移動させて、溝の掘削と固化液の注⼊、原位置
⼟との混合・攪拌を⾏い、地中に連続した壁を
造成

原位置攪拌⼯法 泥⽔置換⼯法

再掲



■枚方トンネルの工程の精査について

・トンネル掘削土の運搬車輛の受入れ台数制限による計画の見直しが必要となりました。

・河川近傍かつ家屋連担地域内でＵターン立坑を構築していますが、狭小ヤードでの国内
最大級のシールドマシンの回転作業等に時間を要します。

・初期掘進から本掘進への段取替え作業時にはマシン停止が必要となりますが、河川近傍
での停止位置を見直すことで、初期掘進の施工延長が延び時間を要します。

※初期掘進とは、後続の土砂搬送設備等を設置可能となる区間までの掘進であり、本掘進と比べ時間を要します。

①マシン到達 ②台車載せ替え ③マシン回転 ④再発進位置に設置

マシンを積載した受台
をジャッキアップし、そ
の下にキャタピラ状に
鉄球を並べたものを
セットします。

鉄球を転がし、国内最大
である重さ約4000ｔの
シールドマシンを横移動・
180°回転させます。

再発進する位置にマシ
ンをミリ単位の精度で
設置します。

シールドマシンを立坑
内にあらかじめ設置した
受台上にジャッキで押
し出します。

【シールドマシンの回転作業の流れ】

（２） 工事工程の精査について
※事業中区間の構造物名称は仮称

枚方トンネル シールドマシン（イメージ図）

重 量

約4,000ｔ
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至）八幡京田辺ＪＣＴ・ＩＣ
至）高槻ＪＣＴ・ＩＣ



（３） 工程精査の結果について

2018．3．18
開通済

2017．12．10
開通済

2017．4．30
開通済

2008．2．23
開通済

開通区間

事業中区間

凡例

新名神高速道路

工程精査結果

甲賀土山ＩＣ

城陽
ＪＣＴ・ＩＣ

大津ＪＣＴ
（仮称）

八幡京田辺
ＪＣＴ・ＩＣ

高槻
ＪＣＴ・ＩＣ

新名神高速道路川西ＩＣ

神戸ＪＣＴ

2027年度（令和9年度）
開通目標に見直し

（暫定4車線）

神戸JCT 川西IC 高槻JCT・IC 八幡京田辺JCT・IC 城陽JCT・IC 大津JCT 甲賀土山IC

暫定4車線
事業中

暫定4車線
事業中

■工事工程に課題がある箇所について、工程精査を実施しました。

■工程精査の結果、八幡京田辺JCT・IC～高槻JCT・IC間の開通目標を、

2027年度（令和9年度）に見直し、引き続き、土工、橋梁、トンネル工事等の
促進を図りながら1日も早い開通を目指します。

・用地等の明渡しが順調な場合
・トンネル工事の進捗が順調な場合

※6車線化事業中
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2024年度（令和6年度）
開通予定

（暫定4車線）
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